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月

日
未
明
に
発
生

12

31

し
た
西
目
地
内
の
大
規
模

な
土
砂
崩
れ
で
、
犠
牲
と

な
っ
た
２
名
の
方
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
、
避
難

な
さ
れ
た
方
々
に
、
心
か

ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
、
現
場
に
急
行

31
日
本
共
産
党
市
議
団

は
、

日
早
朝
に
菅
井
巌

31

団
長
が
現
場
に
急
行
し
、

そ
の
後
共
産
党
上
郷
支
部

の
佐
藤
安
太
郎
支
部
長

と
、
坂
本
昌
栄
議
員
が
現

地
で
合
流
し
、
災
害
現
場

を
確
認
し
ま
し
た
。

佐
藤
支
部
長
宅
を
拠
点

に
、
加
藤
鉱
一
議
員
も
合

流
し
、
避
難
場
所
と
な
っ

た
金
山
公
民
館
を
慰
問

し
、
避
難
者
の
声
を
直
接

伺
い
ま
し
た
。

長
谷
川
剛
議
員
は
市
役

所
で
市
災
害
対
策
会
議
を

傍
聴
し
、
そ
の
後
災
害
現

場
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。

関
徹
県
議
は
午
後
に
坂

本
議
員
と
災
害
現
場
を
確

認
し
、
金
山
公
民
館
を
訪

れ
避
難
者
を
慰
問
し
ま
し

た
。長

谷
川
、
坂
本
両
議
員

は
、
午
後
５
時
か
ら
第
３

回
市
災
害
対
策
会
議
を
傍

聴
し
、
市
長
と
危
機
管
理

監
に
直
接
、
「
正
月
３
が

日
、
食
事
提
供
を
朝
食
だ

け
で
な
く
３
食
提
供
し
て

ほ
し
い
」と
伝
え
ま
し
た
。

共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員

会
は
、
３
日
に
地
区
党
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
本

部
長
に
関
県
議
、
副
本
部

長
に
五
十
嵐
地
区
委
員
長

と
菅
井
団
長
、
事
務
局
長

に
坂
本
議
員
、
部
員
に
佐

藤
支
部
長
と
加
藤
・
長
谷

川
議
員
等
を
選
出
し
、
今

後
の
安
全
確
認
と
災
害
発

生
の
原
因
調
査
、
避
難
者

へ
の
支
援
、
災
害
補
償
の

確
認
等
を
行
う
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

医
療
生
協
と
坂
本
議

員
が
避
難
者
慰
問

こ
の
間
、
避
難
者
の
声

を
直
接
聞
き
、
対
応
を
行

い
、
６
日
に
は
医
療
生
協

や
ま
が
た
黒
子
専
務
と
、

同
上
郷
支
部
の
佐
藤
支
部

長
、
坂
本
議
員
が
避
難
者

の
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
者
か
ら
は
、
災
害

前
か
ら
少
し
の
亀
裂
が
あ

っ
た
こ
と
や
、
災
害
時
は

午
前
１
時
半
ご
ろ
の
突
然

の
出
来
事
に
困
悪
し
た
こ

と
、
今
後
の
こ
と
に
つ
い

て
の
不
安
な
ど
、
話
を
聞

き
ま
し
た
。

高
橋
衆
院
議
員

災
害

救
助
法
適
用
に
つ
い
て

助
言７

日
午
後
か
ら
、
高
橋

千
鶴
子
衆
議
院
議
員
が
現

地
入
り
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
と
共
に
被
災

現
場
で
、
宮
崎
哲
危
機
管

理
監
と
消
防
署
員
か
ら
、

災
害
の
経
緯
や
今
後
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。そ

の
後
市
役
所
で
阿
部

真
一
副
市
長
を
慰
問
し
、

今
後
の
災
害
対
応
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
（
２
面
に
つ
づ
く
）

１２月３１日早朝の災害現場（菅井市議撮影）
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（
１
面
の
つ
づ
き
）

副
市
長
か
ら
災
害
救
助

法
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て

質
問
が
出
さ
れ
、
高
橋
千

鶴
子
議
員
は
こ
の
間
、
全

国
の
災
害
現
場
を
訪
れ
、

改
正
し
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
特
別
基
準
を
つ
く
ら

せ
て
認
め
さ
せ
て
き
た
と

述
べ
、
市
と
し
て
必
要
な

事
を
県
と
国
に
伝
え
て
、

対
応
し
て
も
ら
う
よ
う
に

助
言
し
ま
し
た
。

菅
井
巌
議
員
は
、
倒
壊

し
た
建
物
の
中
に
、
買
っ

た
ば
か
り
の
高
額
な
農
業

機
械
の
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー

ヤ
が
あ
り
、
農
家
が
困
っ

て
い
る
声
を
伝
え
る
な

ど
、
情
報
提
供
を
行
い
、

市
議
団
も
避
難
者
の
安
全

な
帰
還
に
向
け
た
対
策

や
、
残
骸
の
処
理
、
他
の

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
再

点
検
な
ど
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

災
害
の
経
過

今
回
の
大
規
模
な
土
砂

崩
れ
は
、

月

日
０
時

12

31

分
の
通
報
で
分
か
り
、

57鶴
岡
市
西
目
字
斎
藤
地
内

で
、
幅
約
１
０
０
㍍
・
高

さ

～

㍍
の
範
囲
で
発

20

30

生
し
、

棟
の
建
物
が
倒

17

壊
。
住
家
２
棟
に
２
名
ず

つ
、
計
４
名
の
要
救
助
者

が
発
生
し
た
も
の
で
す
。

日
３
時

分
頃
に
２

31

30

名
が
救
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
残
り
２
名
は
１
月
２

日
７
時

分
と

時

分

48

10

50

に
、
死
亡
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

市
の
避
難
指
示
は
８
世

帯

名
に
発
令
さ
れ
、

22

10

日
現
在
も
６
世
帯

名
が

18

ホ
テ
ル
や
親
戚
知
人
、
施

設
に
避
難
し
て
い
ま
す
。

現
場
は
山
が
掘
削
さ

れ
土
砂
が
使
わ
れ
た

今
回
崩
壊
し
た
斜
面

は
、
２
０
０
９
年
に
土
砂

災
害
の
特
別
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
の
土
地
は
、
１
９

８
２
（
昭
和

）
年
に
山

57

林
か
ら
宅
地
に
用
途
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
６
７
（
昭
和

）
42

年
８
月
の
国
道
７
号
由
良

坂
供
用
開
始
後
、
急
勾
配

改
良
と
拡
幅
工
事
で
、
山

が
掘
削
さ
れ
て
土
砂
が
使

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

山
を
切
り
開
い
て
、
平

地
と
な
っ
た
所
に
、
モ
ー

テ
ル
が
立
地
し
、

年
に

93

不
動
産
会
社
へ
所
有
権
が

移
り
、
建
物
の
改
修
な
ど

を
経
て
現
在
に
至
っ
た
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
発
の
経
緯
に
つ
い
て

は
記
録
が
な
い
と
の
こ
と

で
、
県
と
市
で
調
査
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

（写真）市の担当者から説明を受ける（左２人
目から）高橋衆院議員、加藤、菅井、長谷川、
坂本の各議員

（写真）昼夜を分かたぬ捜索活動に敬意を表明
した高橋議員（右端）と、対応した阿部副市長
（手前左）

日
本
共
産
党
市
議
団

（
菅
井
巌
団
長
）
は

月
12

日
、
党
鶴
岡
地
区
委
員

26会
（
五
十
嵐
貞
子
委
員
長
）

と
共
に
、
鶴
岡
市
へ
の
２

０
２
３
年
度
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
の
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
皆
川
治
市

長
、
阿
部
真
一
副
市
長
、

佐
藤
光
治
総
務
部
長
ら
が

応
対
し
ま
し
た
。

要
望
書
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
や
物
価
高
騰
に
ふ

れ
、
重
要
要
望
事
項
と
し

て
７
項
目
を
あ
げ
ま
し

た
。①

物
価
高
騰
対
策
と
し

て
市
民
・
農
家
・
小
規
模

事
業
者
な
ど
へ
の
直
接
支

（
３
面
に
つ
づ
く
）
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（
２
面
の
つ
づ
き
）

援
の
拡
充
、

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
医

療
・
介
護
・
福
祉
施
設
の

へ
の
対
策
・
支
援
、

③
学
校
給
食
無
償
化
の

来
年
度
以
降
の
継
続
、

④
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
の

歳
年
度
末
ま
で
の

18

拡
大
、

⑤
国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
軽
減
、

⑥
小
中
一
貫
教
育
の
具

体
化
に
あ
た
っ
て
は
、
全

国
事
例
の
十
分
な
検
討
・

検
証
と
、
安
易
な
推
進
を

行
わ
な
い
こ
と
、

⑦
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
湿
地
付
近
で
の
大
規
模

風
力
発
電
事
業
の
中
止
で

す
。各

分
野
の
要
望
と
し

て
、
市
政
全
般
に
渡
っ
て

１
７
２
の
要
望
項
目
を
あ

げ
、
皆
川
市
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

市
長
「
ラ
ム
サ
ー
ル
湿

地
の
重
要
性
認
識
」

懇
談
で
は
、
五
十
嵐
貞

子
地
区
委
員
長
か
ら
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
で
の
医
療

・
介
護
施
設
の
支
援
を
重

ね
て
要
望
、
関
徹
県
議
か

ら
は
国
、
県
の
施
策
と
の

連
携
や
、
支
援
拡
充
な
ど

の
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
市
議
は
旧
東

田
川
郡
役
所
と
郡
会
議
事

堂
の
国
指
定
史
跡
答
申
の

意
義
を
述
べ
、
坂
本
昌
栄

市
議
は
子
育
て
支
援
施
策

の
一
層
の
拡
充
、
長
谷
川

剛
市
議
は
公
共
施
設
男
子

ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
配
慮
を
指
摘
し

ま
し
た
。

菅
井
巌
市
議
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
自
然

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
風

力
発
電
事
業
の
問
題
を
指

摘
し
ま
し
た
。

皆
川
市
長
は
、
「
風
力

発
電
事
業
計
画
は
、
指
摘

を
受
け
止
め
、
今
後
の
調

査
等
を
見
て
い
く
。

ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
の
重

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

し
っ
か
り
維
持
発
展
さ
せ

て
い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。

（写真）2023年度予算要望書を提出。左から坂本昌栄議

員、関徹県議、菅井巌団長、五十嵐貞子鶴岡地区委員長、

皆川治市長、加藤鉱一議員、長谷川剛議員（12／26）

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
は

月

日
、
「
政
倫

12

14

審
審
査
結
果
措
置
」
に
対

し
、
見
解
と
対
応
に
つ
い

て
、
菅
原
一
浩
議
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

議
長
の
措
置
に
法
的
な

強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
不
当
性
を
明
確

に
し
ま
し
た
。

内
容
は
、「
弁
明
書
」（
11

／

）
が
考
慮
さ
れ
な
か

29
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ

り
、
政
治
倫
理
条
例
は
、

議
員
の
地
位
利
用
や
権
力

の
濫
用
に
対
す
る
も
の

で
、
「
新
つ
る
お
か
」
の

発
行
活
動
は
、
政
治
倫
理

基
準
に
該
当
し
な
い
。

政
務
活
動
費
の
会
計
処

理
は
、
議
会
事
務
局
の
助

言
と
指
導
を
受
け
て
行
っ

て
き
た
。

新
政
ク
ラ
ブ
ガ
ソ
リ
ン

代
の
報
復
で
狙
い
撃
ち

新
政
ク
ラ
ブ
の
政
務
活

動
費
の
ガ
ソ
リ
ン
代
は
、

議
員
の
特
権
に
よ
る
公
費

の
私
的
流
用
で
、
問
題
の

個
人
責
任
を
回
避
す
る
た

め
、
政
務
活
動
費
の
手
引

き
に
責
任
を
転
嫁
し
、
手

引
き
見
直
し
を
図
る
中

で
、
共
産
党
市
議
団
を
狙

い
撃
ち
し
た
。

新
政
ク
ラ
ブ
の
議
員
に

対
す
る
審
査
は
、
委
員
全

員
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た

が
、
今
回
は
委
員
の
可
否

同
数
、
委
員
長
採
決
で
、

審
査
経
過
が
全
く
異
な

る
。し

か
し
議
長
の
措
置
は

同
じ
「
公
開
の
議
場
に
お

け
る
陳
謝
を
勧
告
す
る
」

で
あ
っ
た
。

公
費
の
私
的
流
用
で
犯

罪
に
も
相
当
す
る
問
題

と
、
会
計
処
理
上
の
事
務

的
な
問
題
を
、
同
じ
措
置

で
判
断
す
る
こ
と
は
不
当

で
あ
る
。

よ
っ
て
、
「
公
開
の
議

場
に
お
け
る
陳
謝
」
に
従

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
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【
総
括
質
問
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
と
副
反
応
は
。

②
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
策
は
。

③
第
２
次
鶴
岡
市
総
合
計

画
で
、
若
者
の
所
得
向
上

・
子
育
て
支
援
策
は
。

④
鶴
岡
市
個
人
情
報
保
護

法
施
行
条
例
で
、
今
後
の

個
人
情
報
の
保
護
は
。

【
一
般
質
問
】

①
小
中
一
貫
教
育
は
、
小

学
卒
業
式
と
中
学
入
学
式

は
な
く
て
も
よ
い
の
か
。

②
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
自
校
方
式
を
選
択
す
べ

き
。

①
第
２
次
男
女
共
同
参
画

計
画
及
び
推
進
懇
談
会
の

取
り
組
み
と
実
績
は
。

②
市
立
小
中
学
校
へ
の
生

理
用
品
の
配
置
を
進
め
る

べ
き
。

③
子
育
て
支
援
に
、
学
校

給
食
の
無
償
化
継
続
を
。

①
土
地
、
建
物
の
相
続
問

題
で
、
２
０
２
４
年
４
月

１
日
か
ら
相
続
登
記
の
義

務
化
と
な
り
、
市
民
周
知

は
。

②
介
護
予
防
・
認
知
症
予

防
対
策
と
し
て
、
補
聴
器

購
入
助
成
を
。

③
旧
大
山
尋
常
高
等
小
学

校
「
新
民
館
」
の
価
値
と

評
価
は
。

「

歳
ま
で
の
医
療
費

18
無
料
化
」
意
見
書
は
、

全
会
一
致
で
可
決

鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
に
提
出
さ
れ
た
議
員
発

議
の
意
見
書
は
、
可
決
１

件
、
否
決
２
件
で
し
た
。

「

歳
ま
で
の
医
療
費

18

無
料
化
を
求
め
る
意
見

書
」
（
提
出
者
：
坂
本
昌

栄
議
員
他
５
議
員
）
が
全

会
一
致
で
可
決
。

意
見
書
は
、
制
度
の
早

期
創
設
と
、
自
治
体
へ
の

減
額
措
置
（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）

の
完
全
廃
止
を
求
め
て
い

ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
義
務
化
に
つ
な
が

る
『
健
康
保
険
証
の
原
則

廃
止
』
と
『
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用

等
に
係
る
シ
ス
テ
ム
導
入

義
務
化
』
の
撤
回
を
求
め

る
意
見
書
」
（
提
出
者
：

長
谷
川
剛
議
員
他
２
議

員
）
は
否
決
で
、
賛
成
討

論
は
加
藤
鉱
一
議
員
（
共

産
）
、
反
対
討
論
は
本
間

信
一
議
員
（
新
政
）
で
し

た
。意

見
書
は
、
カ
ー
ド
の

取
得
は
任
意
で
あ
り
、
取

得
強
制
に
つ
な
が
る
「
健

康
保
険
証
の
原
則
廃
止
」

の
撤
回
を
求
め
て
い
ま

す
。「

介
護
保
険
制
度
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書
案
」

（
提
出
者
：
菅
井
巌
議
員

他
３
議
員
）
は
否
決
で
、

賛
成
討
論
は
坂
本
昌
栄
議

員
（
共
産
）
と
草
島
進
一

議
員
（
市
民
の
声
）
、
反

対
討
論
は
阿
部
寛
議
員

（
新
政
）
で
し
た
。

意
見
書
は
、
利
用
料
の

引
き
上
げ
や
要
介
護
１
、

２
の
保
険
は
ず
し
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
有
料
化
、
福
祉

用
具
の
貸
与
か
ら
購
入
へ

の
変
更
な
ど
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

２０２２年１２月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG フォ 共産党 公明党 無所属 新政クラブ

遠
藤
初
子

草
島
進
一

田
中　

宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

秋
葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

中
沢
深
雪

佐
藤
久
樹

小
野
由
夫

佐
藤
博
幸

佐
藤
麻
里

阿
部　

寛

本
間
正
芳

石
塚　

慶

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

尾
形
昌
彦

本
間
新
兵
衛

渋
谷
耕
一

本
間
信
一

菅
原
一
浩

「健康保険証の

原則廃止」と「マ

イナンバーカー
ドの保険証利

用等に係るシス
テム導入義務

化」の撤回を求

める意見書

○○○○●●○○○○●●●●●●●●●●●●●●●●●

議
長

介護保険制度

の改善を求める

意見書

○○○○○○○○○○●●●○●●●●●●●●●●●●●


